
令
和
六
年
度
大
阪
府
公
立
学
校
教
員
採
用
選
考
テ
ス
ト

高
等
学
校　

芸
術
（
書
道
）

解
答
に
つ
い
て
の
注
意
点

１　
解
答
用
紙
は
、
マ
ー
ク
式
解
答
用
紙
と
記
述
式
解
答
用
紙
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

２　

�

大
問
１
、
大
問
２
に
つ
い
て
は
、
マ
ー
ク
式
解
答
用
紙
に
、
大
問
３
、
大
問
４
に
つ
い
て
は
、
記
述
式

解
答
用
紙
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

３　

�

解
答
用
紙
が
配
付
さ
れ
た
ら
、
ま
ず
マ
ー
ク
式
解
答
用
紙
に
受
験
番
号
等
を
記
入
し
、
受
験
番
号
に
対
応
す
る

数
字
を
、
鉛
筆
で
黒
く
ぬ
り
つ
ぶ
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
記
述
式
解
答
用
紙
は
、
全
て
の
用
紙
の
上
部
に
受
験
番
号
の
み
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

４　

�

大
問
１
、
大
問
２
の
解
答
は
、
選
択
肢
の
う
ち
か
ら
、
問
題
で
指
示
さ
れ
た
解
答
番
号
の
欄
に
あ
る
数
字

の
う
ち
一
つ
を
黒
く
ぬ
り
つ
ぶ
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

�

例
え
ば
、「
解
答
番
号
は

１

」
と
表
示
の
あ
る
問
題
に
対
し
て
、「
３
」
と
解
答
す
る
場
合
は
、�

解
答
番
号
１
の
欄
に
並
ん
で
い
る
　
①
　
②
　
③
　
④
　
⑤
　
の
中
の
　
③
　
を
黒
く
ぬ
り
つ
ぶ
し
て
く
だ
さ
い
。

５　

�

間
違
っ
て
ぬ
り
つ
ぶ
し
た
と
き
は
、
消
し
ゴ
ム
で
き
れ
い
に
消
し
て
く
だ
さ
い
。
二
つ
以
上
ぬ
り
つ
ぶ
さ
れ
て

い
る
場
合
は
、
そ
の
解
答
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

６　
そ
の
他
、
係
員
が
注
意
し
た
こ
と
を
よ
く
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

指
示
が
あ
る
ま
で
中
を
あ
け
て
は
い
け
ま
せ
ん
。



１�　
「
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
（
平
成
30
年
３
月
告
示
）
第
２
章　

第
７
節　

芸
術　

第
２
款　

各
科
目　

第
10

　
書
道
Ⅰ
」
に
つ
い
て
、
次
の
⑴
～
⑷
の
問
い
に
答
え
よ
。

　
⑴�　
次
の

は
、書
道
Ⅰ
「
１　
目
標
」
か
ら
の
抜
粋
で
あ
る
。
空
欄
（　
①　
）
～
（　
③　
）
に
入
る
、

適
切
な
語
句
の
組
合
せ
を
１
～
５
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

１

第
２
款　
各
科
目　
第
10　
書
道
Ⅰ

　
１　
目
標

　
　

�　
書
道
の
（　
①　
）
を
通
し
て
、
書
に
関
す
る
（　
②　
）
を
働
か
せ
、
生
活
や
社
会
の
中
の
文
字

や
書
、（　
③　
）
と
幅
広
く
関
わ
る
資
質
・
能
力
を
次
の
と
お
り
育
成
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

　
　
　
１　
①　
幅
広
い
活
動　
　
②　
見
方
・
考
え
方　
　
③　
書
の
伝
統
と
文
化

　
　
　
２　
①　
幅
広
い
活
動　
　
②　
多
様
な
感
性　
　
　
③　
書
の
伝
統
と
文
化

　
　
　
３　
①　
幅
広
い
表
現　
　
②　
見
方
・
考
え
方　
　
③　
多
様
な
表
現
作
品

　
　
　
４　
①　
幅
広
い
表
現　
　
②　
多
様
な
感
性　
　
　
③　
歴
史
や
文
化
財
な
ど

　
　
　
５　
①　
多
様
な
活
動　
　
②　
見
方
・
考
え
方　
　
③　
歴
史
や
文
化
財
な
ど

　
⑵�　
次
の

は
、
書
道
Ⅰ
「
２　
内
容　
Ａ�

表
現　
⑴　
漢
字
仮
名
交
じ
り
の
書
」
か
ら
の
抜
粋
で
あ
る
。

空
欄
（　
①　
）
～
（　
③　
）
に
入
る
、
適
切
な
語
句
の
組
合
せ
を
１
～
５
か
ら
一
つ
選
べ
。

　
　
解
答
番
号
は

２

第
２
款　
各
科
目　
第
10　
書
道
Ⅰ

　
２　
内
容　
　
Ａ　
表
現

　
　
⑴　
漢
字
仮
名
交
じ
り
の
書

　
　
　
　
漢
字
仮
名
交
じ
り
の
書
に
関
す
る
次
の
事
項
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
指
導
す
る
。

　
　
　
ア�　
（　

①　
）
を
得
た
り
生
か
し
た
り
し
な
が
ら
、
次
の
ア
か
ら
ウ
ま
で
に
つ
い
て
構
想
し
工
夫

す
る
こ
と
。

　
　
　
　
ア　
漢
字
と
仮
名
の
調
和
し
た
字
形
、（　
②　
）、
全
体
の
構
成

　
　
　
　
イ　
目
的
や
用
途
に
即
し
た
表
現
形
式
、
意
図
に
基
づ
い
た
表
現

　
　
　
　
ウ　
名
筆
を
生
か
し
た
表
現
や
（　
③　
）
表
現

　
　
　
１　
①　
表
現
の
能
力　
　
②　
筆
勢　
　
　
　
　
　
③　
古
典
に
基
づ
い
た

　
　
　
２　
①　
知
識
や
技
能　
　
②　
文
字
の
大
き
さ　
　
③　
古
典
に
基
づ
い
た

　
　
　
３　
①　
創
作
の
能
力　
　
②　
用
筆
・
運
筆　
　
　
③　
現
代
に
生
き
る

　
　
　
４　
①　
知
識
や
技
能　
　
②　
文
字
の
大
き
さ　
　
③　
現
代
に
生
き
る

　
　
　
５　
①　
表
現
の
能
力　
　
②　
用
筆
・
運
筆　
　
　
③　
古
典
に
基
づ
い
た
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⑶�　

次
の

は
、
書
道
Ⅰ
「
２　

内
容　

Ａ�

表
現　

⑶　

仮
名
の
書
」
か
ら
の
抜
粋
で
あ
る
。
空
欄�

（　
①　
）、（　
②　
）
に
入
る
、
適
切
な
語
句
の
組
合
せ
を
１
～
５
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

３

第
２
款　
各
科
目　
第
10　
書
道
Ⅰ

　
２　
内
容　
　
Ａ　
表
現

　
　
⑶　
仮
名
の
書

　
　
　
　
仮
名
の
書
に
関
す
る
次
の
事
項
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
指
導
す
る
。

　
　
　
イ　
次
の
ア
及
び
イ
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
。

　
　
　
　
ア　
（　
①　
）
の
特
徴
と
表
現
効
果
と
の
関
わ
り

　
　
　
　
イ　
（　
②　
）
と
用
筆
・
運
筆
と
の
関
わ
り

　
　
　
１　
①　
用
具
・
用
材　
　
②　
字
形
や
構
成

　
　
　
２　
①　
文
房
四
宝　
　
　
②　
線
質
や
書
風

　
　
　
３　
①　
用
具
・
用
材　
　
②　
線
質
や
書
風

　
　
　
４　
①　
文
房
四
宝　
　
　
②　
全
体
の
構
成

　
　
　
５　
①　
古
筆　
　
　
　
　
②　
字
形
や
構
成

　
⑷�　
次
の

は
、書
道
Ⅰ
「
２　
内
容　
Ｂ　
鑑
賞　
⑴　
鑑
賞
」
か
ら
の
抜
粋
で
あ
る
。
空
欄
（　
①　
）、

（　
②　
）
に
入
る
、
適
切
な
語
句
の
組
合
せ
を
１
～
５
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

４

第
２
款　
各
科
目　
第
10　
書
道
Ⅰ

　
２　
内
容　
　
Ｂ　
鑑
賞

　
　
⑴　
鑑
賞

　
　
　
　
鑑
賞
に
関
す
る
次
の
事
項
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
指
導
す
る
。

　
　
　
イ　
次
の
ア
か
ら
エ
ま
で
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
。

　
　
　
　
ア　
線
質
、
字
形
、
構
成
等
の
要
素
と
表
現
効
果
や
（　
①　
）
と
の
関
わ
り

　
　
　
　
イ　
日
本
及
び
中
国
等
の
文
字
と
書
の
伝
統
と
文
化

　
　
　
　
ウ　
漢
字
の
（　
②　
）、
仮
名
の
成
立
等

　
　
　
　
エ　
書
の
伝
統
的
な
鑑
賞
の
方
法
や
形
態

　
　
　
１　
①　
書
の
効
用　
　
②　
成
立
の
歴
史

　
　
　
２　
①　
風
趣　
　
　
　
②　
書
体
の
変
遷

　
　
　
３　
①　
書
風　
　
　
　
②　
成
立
の
時
代
背
景

　
　
　
４　
①　
書
風　
　
　
　
②　
書
体
の
変
遷

　
　
　
５　
①　
書
の
効
用　
　
②　
成
立
の
時
代
背
景

─�2�─



２�　
次
の
図
版
Ａ
～
Ｈ
に
つ
い
て
、
⑴
～
⒂
の
問
い
に
答
え
よ
。

　
図
版
Ａ

　
図
版
Ｂ

　
図
版
Ｃ

　
図
版
Ｄ

　
図
版
Ｅ
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著
作
権
保
護
の
観
点
に
よ
り
、

本
作
品
を
掲
載
い
た
し
ま
せ
ん
。

出
典
：
書
Ⅱ　
高
木
聖
雨
他
14
名
著

　
　
　
光
村
図
書　
表
紙
裏　
右
下
の
図
版

著
作
権
保
護
の
観
点
に
よ
り
、

本
作
品
を
掲
載
い
た
し
ま
せ
ん
。

出
典
：
書
Ⅰ　
高
木
聖
雨
他
14
名
著

　
　
　
光
村
図
書　
45
ペ
ー
ジ　
２
つ
め
の
図
版

著
作
権
保
護
の
観
点
に
よ
り
、

本
作
品
を
掲
載
い
た
し
ま
せ
ん
。

出
典
：
書
道
Ⅱ　
尾
川
明
穂
他
５
名
著

　
　
　
教
育
出
版

　
　
　
31
ペ
ー
ジ
１
行
目
か
ら
３
行
目
ま
で

著
作
権
保
護
の
観
点
に
よ
り
、

本
作
品
を
掲
載
い
た
し
ま
せ
ん
。

出
典
：
書
Ⅱ　
高
木
聖
雨
他
14
名
著

　
　
　
光
村
図
書　
25
ペ
ー
ジ

著
作
権
保
護
の
観
点
に
よ
り
、

本
作
品
を
掲
載
い
た
し
ま
せ
ん
。

出
典
：
書
道
Ⅱ　
尾
川
明
穂
他
５
名
著

　
　
　
教
育
出
版　
46
ペ
ー
ジ
１
行
目
か
ら
３
行
目
ま
で



　
図
版
Ｆ

　
図
版
Ｇ

　
図
版
Ｈ

　
⑴�　
図
版
Ａ
～
Ｈ
を
古
い
も
の
か
ら
順
に
並
べ
た
と
き
、
三
番
め
と
五
番
め
に
な
る
組
合
せ
は
ど
れ
か
。
１
～
５
か
ら

一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

５

　
　
　
１　
三
番
め　
Ｄ　
・　
五
番
め　
Ｇ

　
　
　
２　
三
番
め　
Ｇ　
・　
五
番
め　
Ａ

　
　
　
３　
三
番
め　
Ａ　
・　
五
番
め　
Ｂ

　
　
　
４　
三
番
め　
Ｅ　
・　
五
番
め　
Ｃ

　
　
　
５　
三
番
め　
Ｃ　
・　
五
番
め　
Ｆ

あ

い

え

う
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著
作
権
保
護
の
観
点
に
よ
り
、

本
作
品
を
掲
載
い
た
し
ま
せ
ん
。

出
典
：
新
編　
書
道
Ⅰ　
加
藤
東
陽
他
６
名
著

　
　
　
教
育
出
版　
84
ペ
ー
ジ　
下
の
図
版

著
作
権
保
護
の
観
点
に
よ
り
、

本
作
品
を
掲
載
い
た
し
ま
せ
ん
。

出
典
：
書
Ⅲ　
関
正
人
他
13
名

　
　
　
教
育
図
書

　
　
　
44
ペ
ー
ジ　
上
の
図
版
１
行
目
か
ら
７
行
目
ま
で

著
作
権
保
護
の
観
点
に
よ
り
、
本
作
品
を
掲
載
い
た
し
ま
せ
ん
。

出
典
：
書
Ⅱ　
高
木
聖
雨
他
14
名
著

　
　
　
光
村
図
書　
22
ペ
ー
ジ
２
行
目
か
ら
４
行
目
ま
で



　
⑵�　
図
版
Ａ
の
筆
者
名
を
１
～
５
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

６

　
　
　
１　
陸
機　
　
２　
王
羲
之　
　
３　
蔡
襄　
　
４　
空
海　
　
５　
藤
原
行
成

　
⑶�　
次
の
①
～
⑤
に
つ
い
て
、
図
版
Ａ
に
関
す
る
説
明
と
し
て
正
し
い
も
の
は
ど
れ
か
。
正
し
い
も
の
の
み
を
す
べ
て

挙
げ
て
い
る
も
の
は
ど
れ
か
。
１
～
５
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

７

　
　
①　
筆
者
は
三
跡
（
三
蹟
）
の
一
人
で
あ
る
。

　
　
②　
真
跡
は
現
存
せ
ず
、
こ
の
図
版
は
双
鉤
顛
墨
に
よ
る
模
本
で
あ
る
。

　
　
③　
こ
の
作
品
は
最
澄
に
宛
て
た
消
息
三
通
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
る
。

　
　
④　
筆
者
の
尺
牘
の
断
簡
で
あ
る
。

　
　
⑤　
こ
の
書
風
か
ら
、
唐
の
顔
真
卿
の
書
を
よ
く
学
ん
だ
こ
と
が
わ
か
る
。

　
　
　
１　
②
④

　
　
　
２　
①
②
⑤

　
　
　
３　
①
④

　
　
　
４　
③
④
⑤

　
　
　
５　
①
②
③
⑤

　
⑷　
図
版
Ｂ
の
筆
者
名
を
１
～
５
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

８

　
　
　
１　
王
羲
之　
　
２　
孫
過
庭　
　
３　
空
海　
　
４　
藤
原
佐
理　
　
５　
藤
原
行
成

　
⑸　
図
版
Ｂ
に
関
す
る
説
明
と
し
て
正
し
い
も
の
は
ど
れ
か
。
１
～
５
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

９

　
　
　
１　
筆
者
は
三
筆
の
一
人
で
あ
る
。

　
　
　
２　
真
跡
は
現
存
せ
ず
、
こ
の
図
版
は
双
鉤
顛
墨
に
よ
る
模
本
で
あ
る
。

　
　
　
３　
こ
の
筆
者
は
世
尊
寺
流
の
祖
で
あ
る
。

　
　
　
４　
こ
の
作
品
は
、
筆
者
の
書
に
対
す
る
考
え
を
述
べ
た
書
論
で
あ
る
。

　
　
　
５　
こ
の
作
品
は
、
現
存
す
る
懐
紙
で
最
古
の
も
の
で
あ
る
。

　
⑹　
図
版
Ｃ
の
筆
者
名
を
１
～
５
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

10

　
　
　
１　
懐
素　
　
２　
黄
庭
堅　
　
３　
米
芾　
　
４　
傅
山　
　
５　
藤
原
行
成

　
⑺　
図
版
Ｃ
の
作
品
名
を
１
～
５
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

11

　
　
　
１　
伏
波
神
祠
詩
巻　
　
２　
白
氏
詩
巻　
　
３　
草
書
五
言
律
詩　
　
４　
李
太
白
憶
旧
遊
詩
巻

　
　
　
５　
李
太
子
帖
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⑻　
図
版
Ｄ
の
作
品
名
を
１
～
５
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

12

　
　
　
１　
開
通
褒
斜
道
刻
石　
　
２　
張
遷
碑　
　
３　
石
門
頌　
　
４　
萊
子
侯
刻
石　
　
５　
論
経
書
詩

　
⑼　
図
版
Ｅ
の
作
品
名
を
１
～
５
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

13

　
　
　
１　
楊
大
眼
造
像
記　
　
２　
孫
秋
生
造
像
記　
　
３　
賀
蘭
汗
造
像
記　
　
４　
魏
霊
蔵
造
像
記

　
　
　
５　
鄭
長
猷
造
像
記

　
⑽　
図
版
Ｆ
の
筆
者
と
は
違
う
時
期
に
活
躍
し
た
人
物
名
を
１
～
５
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

14

　
　
　
１　
巻
菱
湖　
　
２　
松
花
堂
昭
乗　
　
３　
仙
厓　
　
４　
市
河
米
庵　
　
５　
貫
名
菘
翁

　
⑾　
図
版
Ｇ
の
作
品
名
を
１
～
５
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

15

　
　
　
１　
藍
紙
本
万
葉
集　
　
２　
一
条
摂
政
集　
　
３　
升
色
紙　
　
４　
小
島
切　
　
５　
本
阿
弥
切

　
⑿　
図
版
Ｇ
の
伝
承
筆
者
を
１
～
５
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

16

　
　
　
１　
伝　
寂
蓮　
　
２　
伝　
藤
原
行
成　
　
３　
伝　
西
行　
　
４　
伝　
藤
原
公
任

　
　
　
５　
伝　
小
野
道
風

　
⒀　
図
版
Ｇ
に
関
す
る
説
明
と
し
て
正
し
い
も
の
は
ど
れ
か
。
１
～
５
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

17

　
　
　
１　
光
悦
が
愛
蔵
し
て
い
た
た
め
こ
の
名
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
２　
こ
の
作
品
は
、
熊
野
懐
紙
の
一
部
で
あ
る
。

　
　
　
３　
淡
藍
の
漉
紙
に
書
か
れ
て
い
る
。

　
　
　
４　
料
紙
四
枚
を
重
ね
て
二
つ
折
り
に
し
、
折
り
重
ね
た
も
の
を
絹
糸
で
綴
じ
た
大
和
綴
の
冊
子
本
で
あ
る
。

　
　
　
５　
清
原
深
養
父
の
家
集
を
書
い
た
も
の
で
あ
る
。

　
⒁�　

古
筆
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
名
称
が
あ
る
が
、
名
称
と
そ
の
名
称
の
由
来
の
組
合
せ
を
示
し
た
１
～
５
に
つ
い
て
、

誤
っ
て
い
る
も
の
は
ど
れ
か
。
１
～
５
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

18

　
　
　
１　
関
戸
本
古
今
集･･･

所
蔵
者
に
よ
る
も
の

　
　
　
２　
本
能
寺
切･･･

保
管
の
場
所
に
よ
る
も
の

　
　
　
３　
元
永
本
古
今
集･･･

書
写
年
代
に
よ
る
も
の

　
　
　
４　
筋
切･･･

料
紙
の
特
徴
に
よ
る
も
の

　
　
　
５　
針
切･･･

装
丁
の
特
徴
に
よ
る
も
の
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⒂�　
次
の
図
版
Ｈ
に
関
す
る
説
明
で
、
①
～
⑤
、
⑥
～
⑩
、
⑪
～
⑮
に
当
て
は
ま
る
語
句
の
正
し
い
組
合
せ
は
そ
れ

ぞ
れ
ど
れ
か
。
１
～
５
か
ら
一
つ
ず
つ
選
べ
。

　
　
解
答
番
号
は
、
①
～
⑤
は

19
　
⑥
～
⑩
は

20
　
⑪
～
⑮
は

21

　
　

�　
（
①
）
の
（
②
）
は
天
下
を
統
一
し
た
の
ち
巡
幸
し
て
、
各
地
に
自
ら
の
功
績
を
讃
え
て
碑
を
建
て
た
。
図
版

Ｈ
の
ほ
か
、（
③
）、（
④
）
な
ど
六
か
所
に
刻
石
を
建
て
た
が
、
原
石
が
現
存
す
る
の
は
図
版
Ｈ
と
（
④
）
の
刻

石
の
み
で
あ
る
。
図
版
Ｈ
の
原
石
は
幾
多
の
災
難
に
遭
い
、（
⑤
）
字
を
残
す
の
み
で
あ
る
。

　
　

�　
図
版
Ｈ
は
こ
の
時
代
に
統
一
さ
れ
た
文
字
で
刻
さ
れ
て
お
り
、（
⑥
）
の
筆
に
よ
る
も
の
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

篆
書
を
大
別
す
る
と
、（
⑦
）
と
（
⑧
）
に
分
け
ら
れ
る
が
、
図
版
Ｈ
は
（
⑦
）
の
代
表
作
と
言
え
る
。
図
版
Ｈ

の
傍
線
あ
、
う
の
文
字
を
楷
書
に
す
る
と
そ
れ
ぞ
れ
（
⑨
）、（
⑩
）
で
あ
る
。

　
　

�　
中
国
最
古
の
字
書
で
あ
る
『（
⑪
）』
は
、
九
三
五
三
字
を
（
⑦
）
で
示
し
、
五
四
〇
の
部
首
に
分
類
し
、
字
形
、

意
義
、
音
声
を
説
明
し
て
い
る
。
漢
字
の
構
造
や
造
字
に
つ
い
て
、「
指
事
、
象
形
、
形
声
、
会
意
、（
⑫
）、
仮
借
」

に
分
類
し
て
あ
る
。
こ
れ
を
（
⑬
）
と
呼
ぶ
。『
⑪
』
で
は
、図
版
Ｈ
中
の
い
の
文
字
は
、音
を
表
す
「
今
（
キ
ム
）」

と
、
意
味
を
表
す
「
八
」・「
土
」
が
組
み
合
わ
さ
っ
て
成
り
立
っ
た
（
⑭
）
文
字
に
分
類
さ
れ
て
お
り
、
え
の
文

字
は
（
⑮
）
文
字
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
①
～
⑤　
解
答
番
号
は

19

　
　
　
１　
①　
漢　
　
　
　
　
　
②　
武
帝　
　
　
　
③　
雲
峰
山　
　
　
④　

山　
　
　
　
⑤　
十
五

　
　
　
２　
①　
秦　
　
　
　
　
　
②　
始
皇
帝　
　
　
③　
会
稽　
　
　
　
④　
雲
峰
山　
　
　
⑤　
五
十

　
　
　
３　
①　
秦　
　
　
　
　
　
②　
始
皇
帝　
　
　
③　
琅
邪
台　
　
　
④　

山　
　
　
　
⑤　
二
十
六

　
　
　
４　
①　
秦　
　
　
　
　
　
②　
始
皇
帝　
　
　
③　

山　
　
　
　
④　
琅
邪
台　
　
　
⑤　
十

　
　
　
５　
①　
漢　
　
　
　
　
　
②　
武
帝　
　
　
　
③　
琅
邪
台　
　
　
④　
会
稽　
　
　
　
⑤　
三
十
三

　
　
　
⑥
～
⑩　
解
答
番
号
は

20

　
　
　
１　
⑥　
李
柏　
　
　
　
　
⑦　
大
篆　
　
　
　
⑧　
小
篆　
　
　
　
⑨　
見　
　
　
　
　
⑩　
効

　
　
　
２　
⑥　
李
斯　
　
　
　
　
⑦　
小
篆　
　
　
　
⑧　
大
篆　
　
　
　
⑨　
具　
　
　
　
　
⑩　
刻

　
　
　
３　
⑥　
李
斯　
　
　
　
　
⑦　
大
篆　
　
　
　
⑧　
秦
篆　
　
　
　
⑨　
具　
　
　
　
　
⑩　
勧

　
　
　
４　
⑥　
李
柏　
　
　
　
　
⑦　
金
文　
　
　
　
⑧　
小
篆　
　
　
　
⑨　
貝　
　
　
　
　
⑩　
刻

　
　
　
５　
⑥　
李
斯　
　
　
　
　
⑦　
小
篆　
　
　
　
⑧　
大
篆　
　
　
　
⑨　
見　
　
　
　
　
⑩　
効

　
　
　
⑪
～
⑮　
解
答
番
号
は

21

　
　
　
１　
⑪　
字
通　
　
　
　
　
⑫　
転
意　
　
　
　
⑬　
説
文　
　
　
　
⑭　
指
事　
　
　
　
⑮　
会
意

　
　
　
２　
⑪　
説
文
解
字　
　
　
⑫　
転
注　
　
　
　
⑬　
六
書　
　
　
　
⑭　
仮
借　
　
　
　
⑮　
象
形

　
　
　
３　
⑪　
字
源　
　
　
　
　
⑫　
転
注　
　
　
　
⑬　
六
書　
　
　
　
⑭　
形
声　
　
　
　
⑮　
象
形

　
　
　
４　
⑪　
字
源　
　
　
　
　
⑫　
転
意　
　
　
　
⑬　
構
造
法　
　
　
⑭　
仮
借　
　
　
　
⑮　
指
事

　
　
　
５　
⑪　
説
文
解
字　
　
　
⑫　
転
注　
　
　
　
⑬　
六
書　
　
　
　
⑭　
形
声　
　
　
　
⑮　
会
意
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３�　
次
の
⑴
～
⑺
の
問
い
に
答
え
よ
。

　
⑴�　
次
の
①
～
③
に
示
す
文
字
を
草
書
で
書
け
。

　
　
①　
行　
　
　
②　
無　
　
　
③　
当

　
⑵　
次
の
①
～
③
の
ひ
ら
が
な
の
字
源
を
楷
書
で
書
け
。

　
　
①　
つ　
　
　
②　
え　
　
　
③　
さ

　
⑶　
次
の
図
版
に
つ
い
て
、
あ
と
の
①
②
の
問
い
に
答
え
よ
。

　
　
①�　
図
版
の
全
文
を
、
小
学
校
国
語
科
書
写
で
表
記
す
る
平
仮
名
で
書
け
。
併
せ
て
、
変
体
仮
名
に
つ
い
て
は
そ

の
平
仮
名
の
下
に
（　
　
　
）
を
つ
け
て
原
字
を
楷
書
で
書
け
。

　
　
②　
図
版
の
作
品
名
と
伝
承
筆
者
名
を
漢
字
で
書
け
。

　
⑷　
次
の
図
版
に
つ
い
て
、
あ
と
の
①
②
の
問
い
に
答
え
よ
。

　
　
①　
図
版
の
一
行
め
の
十
文
字
を
楷
書
で
書
け
。

　
　
②　
図
版
の
作
品
名
と
筆
者
名
を
漢
字
で
書
け
。
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著
作
権
保
護
の
観
点
に
よ
り
、
本
作
品
を
掲
載
い
た
し
ま
せ
ん
。

出
典
：
新
編　
書
道
Ⅰ　
加
藤
東
陽
他
６
名
著

　
　
　
教
育
出
版　
１
０
０
ペ
ー
ジ
４
行
目
か
ら
５
行
目
ま
で

著
作
権
保
護
の
観
点
に
よ
り
、
本
作
品
を
掲
載
い
た
し
ま
せ
ん
。

出
典
：
書
Ⅱ　
高
木
聖
雨
他
12
名
著

　
　
　
光
村
図
書　
25
ペ
ー
ジ



　
⑸　
書
道
の
授
業
で
生
徒
に
説
明
す
る
こ
と
を
想
定
し
、
次
の
①
～
③
に
つ
い
て
の
説
明
を
簡
潔
に
記
せ
。

　
　
①　
腕
法

　
　
②　
変
体
仮
名

　
　
③　
顔
真
卿
「
三
稿
」

　
⑹�　
次
の
図
版
Ａ
～
Ｄ
に
つ
い
て
、
作
品
名
、
筆
者
名
、
時
代
を
漢
字
で
書
け
。
た
だ
し
、
図
版
Ｄ
は
筆
者
不
明
の

た
め
、
書
か
な
く
て
よ
い
。

　
　
図
版
Ａ

　
　
図
版
Ｂ

　
　
図
版
Ｃ

　
　
図
版
Ｄ
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著
作
権
保
護
の
観
点
に
よ
り
、
本
作
品
を
掲
載
い
た
し
ま
せ
ん
。

出
典
：
書
道
Ⅱ　
尾
川
明
穂
他
５
名
著

　
　
　
教
育
出
版　
38
ペ
ー
ジ
３
行
目
か
ら
４
行
目
ま
で

著
作
権
保
護
の
観
点
に
よ
り
、
本
作
品
を
掲
載
い
た
し
ま
せ
ん
。

出
典
：
書
道
Ⅱ　
尾
川
明
穂
他
５
名
著

　
　
　
教
育
出
版　
49
ペ
ー
ジ　
左
の
図
版

著
作
権
保
護
の
観
点
に
よ
り
、

本
作
品
を
掲
載
い
た
し
ま
せ
ん
。

出
典
：
書
道
Ⅱ　
石
飛
博
光
他
19
名
著

　
　
　
東
京
書
籍　
50
ペ
ー
ジ
２
行
目
か
ら
３
行
目
ま
で

著
作
権
保
護
の
観
点
に
よ
り
、
本
作
品
を
掲
載
い
た
し
ま
せ
ん
。

出
典
：
書
Ⅱ　
澤
田
雅
弘
他
11
名

　
　
　
教
育
図
書　
36
ペ
ー
ジ　
左
の
図
版



　
⑺�　
次
の
文
は
清
代
の
書
道
史
に
つ
い
て
説
明
し
た
も
の
で
あ
る
。
傍
線
部
①
～
⑩
に
つ
い
て
、
正
し
い
場
合
は
○
、

誤
っ
て
い
る
場
合
は
×
を
記
せ
。

　
　

�　
清
代
の
書
流
を
二
つ
に
大
別
し
た
呼
称
と
し
て
、「
帖
学
派
」
と
「
碑
学
派
」
が
あ
る
。
帖
学
派
は
『
①
翰
墨
城
』

な
ど
、
二
王
や
蘇
軾
、
米
芾
、
趙
孟
頫
、
董
其
昌
な
ど
の
書
を
集
帖
し
た
②
法
帖
を
根
拠
に
学
ぶ
書
家
を
さ
す
。

帖
学
派
に
は
、
劉

、
③
呉
熙
載
、
④
王
文
治
な
ど
の
大
家
が
い
る
。

　
　

�　
そ
れ
に
対
し
て
、
漢
魏
六
朝
の
古
碑
に
着
眼
し
た
金
石
学
の
研
究
に
と
も
な
い
、
碑
版
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て

研
鑽
す
る
、
⑤
鄧
石
如
な
ど
の
碑
学
派
の
人
た
ち
が
隆
興
し
て
き
た
。
そ
の
後
、
⑥
趙
之
謙
、
徐
三
庚
な
ど
大
家

が
続
々
と
登
場
し
た
。
ま
た
、
⑦
阮
元
の
『
南
北
書
派
論
』
や
⑧
康
有
為
の
『
芸
舟
双
楫
』
な
ど
に
よ
り
考
証
が

進
め
ら
れ
、
⑨
包
世
臣
は
『
広
芸
舟
双
楫
』
で
、
従
来
の
法
帖
中
心
の
学
習
法
「
帖
学
」
を
否
定
し
、
碑
版
の
拓

に
よ
っ
て
学
ぶ
べ
き
こ
と
を
主
張
し
た
「
碑
学
」
を
推
し
て
い
る
。
そ
の
流
れ
を
く
む
⑩
呉
昌
碩
は
一
八
八
〇
年

に
碑
版
法
帖
を
一
万
余
点
携
え
て
来
日
し
た
。
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４�　
「
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
（
平
成
30
年
３
月
告
示
）　
第
２
章　
第
７
節　
芸
術　
第
２
款　
各
科
目　
第
10

書
道
Ⅰ　

２　
内
容　
Ａ　
表
現　
⑵　
漢
字
の
書
」
及
び
「
同　
Ｂ　
鑑
賞　
⑴　
鑑
賞
」
の
学
習
内
容
に
基

づ
き
、
次
の
図
版
Ａ
～
Ｃ
を
用
い
て
漢
字
の
書
の
授
業
を
行
う
と
き
、
次
の
⑴
～
⑶
の
問
い
に
答
え
よ
。

　
図
版
Ａ

　
図
版
Ｂ

　
図
版
Ｃ

　
⑴　
図
版
Ａ
～
Ｃ
に
つ
い
て
、
作
品
名
、
筆
者
名
と
、
作
品
や
筆
者
に
つ
い
て
の
概
要
を
そ
れ
ぞ
れ
書
け
。

　
⑵�　
「
Ａ　

表
現　

⑵　

漢
字
の
書
」
の
「
知
識
及
び
技
能
」
の
習
得
を
め
ざ
す
授
業
に
お
い
て
、
導
入
で
図
版
Ａ

～
Ｃ
の
三
作
品
を
鑑
賞
す
る
際
、
生
徒
が
、
用
筆
・
運
筆
、
字
形
の
特
徴
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
類
似
点
、
相
違
点
を
示
し
な
が
ら
説
明
せ
よ
。（
箇
条
書
き
可
）

　
⑶�　
⑵
の
学
習
の
後
、
生
徒
の
「
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
」
の
育
成
を
図
る
こ
と
を
目
標
に
、
生
徒
自
ら
が

図
版
Ａ
～
Ｃ
の
三
作
品
を
鑑
賞
す
る
と
き
の
学
習
活
動
を
三
点
書
け
。
そ
の
際
、「
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
（
平

成
30
年
３
月
告
示
）」、「
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
（
平
成
30
年
３
月
告
示
）
解
説　

芸
術
（
音
楽　

美
術　

工

芸　
書
道
）
編　
音
楽
編　
美
術
編
」
を
踏
ま
え
る
こ
と
。（
箇
条
書
き
可
）。
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著
作
権
保
護
の
観
点
に
よ
り
、
本
作
品
を
掲
載
い
た
し
ま
せ
ん
。

出
典
：
書
道
Ⅰ　
尾
川
明
穂
他
５
名
著

　
　
　
教
育
出
版　
18
ペ
ー
ジ
４
行
目
１
字
目
か
ら
４
字
目
ま
で

著
作
権
保
護
の
観
点
に
よ
り
、
本
作
品
を
掲
載
い
た
し
ま
せ
ん
。

出
典
：
書
Ⅰ　
高
木
聖
雨
他
14
名
著

　
　
　
光
村
図
書　
31
ペ
ー
ジ
２
行
目
４
字
目
か
ら
７
字
目
ま
で

著
作
権
保
護
の
観
点
に
よ
り
、
本
作
品
を
掲
載
い
た
し
ま
せ
ん
。

出
典
：
新
編　
書
道
Ⅰ　
加
藤
東
陽
他
６
名
著

　
　
　
教
育
出
版　
32
ペ
ー
ジ
３
行
目
４
字
目
か
ら
７
字
目
ま
で







1 1 11 4 21 5

2 4 12 3

3 3 13 4

4 2 14 2

5 3 15 2

6 2 16 3

7 1 17 4

8 4 18 5

9 5 19 4

10 2 20 2



















































































































































































 






























 
























































































































  















































































    





 





  













 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

















































































































































































